
せとうち美術館ネットワーク（※１）では、平成２５年１１月１７日（日）、倉敷市立美術館にて、「せ

とうち美術館サミット」（※２）を開催いたします。

当日は、世田谷美術館主任学芸員 塚田 美紀氏と、大分市美術館長 菅 章氏のお二方を講師に

お招きし、美術館を活用した教育普及事業などの内容で、それぞれご講演いただきます。

また、特別講演後に、ネットワーク参加４７施設の代表者及びネットワークアドバイザーである鳴

門教育大学大学院 山木朝彦教授をはじめとする学識経験者５氏が、新規事業や美術館が日頃から取

り組んでいる美術教育普及等について意見交換を行う、「せとうち美術館サミット」を開催します。

特別講演は、どなたでも聴講いただけます（参加費は無料）ので、多数のご参加をお待ちしており

ます。

●開催場所 ： 倉敷市立美術館（倉敷市中央２丁目４－１）

●開催日時 ： 平成２５年１１月１７日（日） １３：３０～１７：００

●プログラム

●「特別講演」聴講料 無料（事前申込制）、定員150名程度

●「特別講演」聴講申込方法

インターネット又はファックスにて申込みいただけます。

◎インターネット・・・「せとうち美術館ネットワーク」のホームページにある応募フォームから

申込みください。

http://www.jb-honshi.co.jp/museum/summit/index.html

◎ファックス・・・①「せとうち美術館サミット特別講演」の聴講希望、②氏名、③同行者の氏名

④連絡先電話番号を記入のうえ、以下のファックス番号へお申込みください。

◆お申込みファックス番号 ０７８－２９１－１３５９

(せとうち美術館ネットワーク事務局)

※なお、定員（150名）に達した時点で申し込みを締め切らせていただきます。

●主催者 せとうち美術館ネットワーク

（事務局：本州四国連絡高速道路株式会社、一般財団法人本州四国連絡高速道路協会）

●後 援 岡山県・岡山県教育委員会・倉敷市教育委員会

➀特別講演（定員 150 名程度） 

１３：００ 受付・開場

１３：３５ 特別講演 世田谷美術館 主任学芸員 塚田 美紀氏

美術館で、ひそかに冒険を ～教育プログラムの実験あれこれ～

１４：２０ 特別講演 大分市美術館 館長 菅 章氏

地域における美術館の役割とビジョン ～テオ・ヤンセン展におけるアウトリーチ

活動をとおして～

１５：０５ 質疑応答

１５：２０ 終 了

➁せとうち美術館サミット（定時総会）（関係者のみ約 50 名） 

１５：３０ 美術館サミット

１７：００ 終 了

～瀬戸内を代表する４７の美術館が一斉に集う～

「せとうち美術館サミット」及び「特別講演」の開催について
（平成２５年１１月１７日（日）開催）



※１【「せとうち美術館ネットワーク」とは？】

瀬戸内の美術館が相互にネットワークを形成して、地域全体としてのアートの魅力を発信する組織が

「せとうち美術館ネットワーク」です。ネットワークでは「子どものアート感想文」募集などを通じて、

教育普及活動にも力を尽くしています。

平成２０年１０月の発足時に６施設でスタートしましたが、現在は４７施設に拡大しました。

※２【「せとうち美術館サミット」とは？】

「せとうち美術館サミット」とは、「せとうち美術館ネットワーク」の関係者が一堂に集まり、今後の

事業について意見交換する定時総会で、平成２１年７月の第１回（於：岡山市）、平成２２年１０月の第

２回（於：神戸市）、平成２３年１０月の第３回（高松市）、平成２４年１１月の第４回（福山市）に引き

続き、今回は１１月１７日（日）に倉敷市立美術館で開催いたします。

当日は、どなたでも聴講いただける「特別講演」に引き続き、ネットワーク参加４７施設の代表者およ

びネットワークアドバイザーである鳴門教育大学大学院 山木朝彦教授をはじめとする学識経験者５氏

が、新規事業や美術館が日頃から取り組んでいる美術教育普及等について意見交換を行います。

※昨年のサミットの様子（第４回 福山会場〔広島県立歴史博物館〕）

講演会の様子 サミットの様子

（平成２５年１０月 新規参加施設） なかた美術館 （広島県尾道市）



【 「特別講演」 講師のご紹介 （講演順）】

塚田 美紀（つかだ みき） 氏
世田谷美術館 主任学芸員

菅 章（すが あきら） 氏
大分市美術館 館長

美術館で、ひそかに冒険を ～教育プログラムの実験あれこれ～

プロフィール

1970 年生まれ。

東京大学大学院教育学研究科博士課程を単位取得退学後、2000 年よ

り世田谷美術館に勤務。

地域の学校との連携プログラムをはじめ、10 代以上の参加者による

美術と身体表現のワークショップ、美術館の建築空間を活かしたパ

フォーマンスシリーズなどユニークな企画を手がける。

「冒険王 横尾忠則展」（2008 年）、「エドワード・スタイケン写真展」

（2013 年）など近年は展覧会も担当。

◎主な著書（分担執筆）：

・『子どもたちの想像力を育む アート教育の思想と実践』（東京

大学出版会、2003 年）

・『博物館の学びをつくりだす その実践へのアドバイス』（ぎょ

うせい、2006年）

・『展示の政治学』（水声社、2009 年）

◎主な訳書：

・『子どもたちの 100 の言葉－レッジョ・エミリアの幼児教育』（共

訳、世織書房、2001 年）

・『エドワード・スタイケン写真集成』（岩波書店、2013 年）

地域における美術館の役割とビジョン

～テオ・ヤンセン展におけるアウトリーチ活動をとおして～

プロフィール

1953 年大分市生まれ

東京造形大学造形学部美術学科絵画専攻卒業

鳴門教育大学大学院修士課程修了

◎受賞

第 11回芸術評論募集 佳作（美術出版社・1993 年）

第 28回教育美術賞･佐竹賞教育美術賞（1993 年）

彫刻の森美術館開館 25周年記念彫刻評論 佳作賞（1994 年）

◎主な企画展

『ネオ・ダダＪＡＰＡＮ 1958－1998』（1998 年）、『吉村益信の実

験展』（2000 年）、『村井進吾－思考する石』（2001 年）、『アート循環

系サイト』（2002 年） 『磯崎新 形態と機能』（2004～2005 年）

◎著書

・『彫刻評論集』（共著・彫刻の森美術館・1995 年）

・『ＺＯＫＥＩ』（共著・六耀社・1997 年）

・『美術鑑賞宣言』（共編著・日本文教出版）（2003 年）

◎所属 国際美術評論家連盟会員



【 「せとうち美術館ネットワーク」 アドバイザー 】

鳴門教育大学大学院教授（美術教育学） 山木 朝彦 氏

岡山大学大学院准教授（美術教育学） 赤木 里香子 氏

三重大学教育学部准教授（国語教育学） 守田 庸一 氏

文教大学国際学部専任講師（博物館・美術館教育学） 井上 由佳 氏

高知大学教授（美術教育学） 金子 宜正 氏

★倉敷市立美術館 アクセス








